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スマートミラーを用いた自己肯定感向上のための
システムの提案

池端　麦1,a) 伊藤　恵1

概要：日本の若者の自己肯定感は，世界の若者と比べると圧倒的に低い．本研究では，その中でも大学生
に着目し，「化粧」と「褒める」という 2つの観点から自己肯定感の向上を目指す．しかし，化粧は作業化
される傾向がある．そこで，スマートミラーを開発し，システムが化粧をしたと判断した場合に褒める機
能を取り入れる．このスマートミラーを用いて，日常の化粧行為に「褒める」という要素を追加し，自己
肯定感の向上を目指す．
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1. はじめに
内閣府 [12]によると，日本の若者は諸外国の若者と比べ
て，自己を肯定的に捉える人の割合が圧倒的に低いとされ
ている．特に自分自身の容姿や容貌に対して，自信がなく，
自己肯定感が低いと考えられる．高坂 [6]によると，青年
期における容姿・容貌に対する劣性を認知した時の反応行
動について，男女ともに最も多く見られたものは「直接的
努力」で，これは劣等感が「向上への努力」となった反応
行動 であるとした．さらに，他者からの支援を求める行動
として「称賛・承認希求」が見られ，自己肯定感が低下し
ている青年期の男女にとって，他者からの称賛や受容は，
劣等感を克服する上で重要であるが，容姿に対する劣等感
ゆえ，自己肯定感が低くなりがちである．しかし，日本人
女性は，米国女性に比べ，化粧による自己肯定感の上昇が
見られる．また，日本人女性は，化粧を通して公私を分け
ていると考えられる [8]が，化粧をすることを義務と感じ
る人が多く，その理由として，「身だしなみ」の一部である
からと回答する [10]．義務化された化粧では，自己肯定感
の向上は目指せないと考え，義務ではなく，自分自身のた
めに化粧を行い，他者から称賛を得ることができれば良い
と考える．
他者からの称賛を得るために，ユーザにとって，いかに

負荷なく行えるかが重要だと考える．藤本ら [3]によると，
スマートフォンを使ったアプリケーションでは，作業者へ
の負担が大きく，使用者への働きかけが弱いと考えた．そ
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こで，作業者の負担をできる限り抑え，ロボットが褒める
動作を行うことで，作業者に直接働きかけることのできる
ロボットを開発した．ロボットを使用したことにより，作
業者に負担を感じさせることなく，モチベーションを維持
することができた．これを踏まえ，本研究では，化粧時に
最も見るとされている鏡を用い，ユーザを直接的に褒める
行為を行うために，スマートミラーを用いたシステムを
提案する．スマートミラーとは，自分の姿を映し出せるミ
ラー型モニターにセンサ等を組み合わせた IoTディバイス
であり，人との接触を減らしながら双方向のコミュニケー
ションを実現するものである [11]．
これより，本研究では，化粧を行うことによって効果的

な自己肯定感向上を目指すスマートミラーの作成を目指す．

2. 関連研究
2.1 鏡アプリ
スマートミラーと似たものとして，鏡アプリケーション

などがある．鏡アプリでは，明るさ調整，拡大縮小ができ
たり，暗闇で使えたりする工夫がされている．しかし，鏡
アプリでは，視線がずれていたり，肌の映り方が実際とは
違う，近づくとぼやけたりする難点がある．それに対し，
スマートミラーは，本来の鏡のように使用でき，化粧をす
るのに適していると考えた．

2.2 FitMirror
Daniel ら [2] による「FirMirror」の開発では，ユーザ

の毎日のルーティンに欠かせない鏡を用い，ユーザに煩わ
せることなく，モチベーションやフィットネス感を高め，
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ユーザにポジティブな影響を与える．
FitMirrorでは，スマートミラーの前にあるバランスボー

ドを踏むことにより，自動的に FitMirrorの電源が入り，
ユーザのスマートフォンとペアリングを行い，健康状態を
スマートフォンと同期でき，身体の情報を FitMirror上に
表示できる．
また，FitMirrorでは，楽しいエクササイズ・通常のエ

クササイズを含み，レベル分けされた 10種類のエクササ
イズを提供し，ユーザに行ってもらうことで，気持ちの変
化を比較した．さらに，FitMirrorに登録されている他の
ユーザのパフォーマンスを見て，自分と比較できたり，他
のユーザにエクササイズを挑めたりすることができ，他者
との繋がりを意識させ，モチベーション維持できる．
結果として，FitMirrorを用いたエクササイズを行うこ
とにより，全般的にモチベーションを高めてくれると回答
した．元々，エクササイズのモチベーションが高いタイプ
は 80%，低いタイプが 67%という結果だった．また，楽し
いエクササイズと通常のエクササイズでは，幸福度に対し
て有意な差は見られなかったが，エクササイズのモチベー
ションが低いタイプの結果では，大きな差が見られた．
これにより，ユーザの毎日のルーティンに欠かせない鏡

を用いたスマートミラーは，ユーザのモチベーションを保
ちつつ，エクササイズを楽しくできるという点で，効果的
な影響を与えたと考えた．本研究で提案するシステムに
おいても，毎日のルーティンに化粧は欠かせないため，ス
マートミラーを用いることで，モチベーションを保ちつつ，
ユーザの自己肯定感を効率的に向上することが期待できる．

2.3 Smart Makeup System
中川ら [7] による「Smart Makeup System」の開発で

は，化粧ログを手軽に記録し，Webにアップロードして他
者と共有することで化粧のバリエーションの増加を支援す
る．Smart Makeup Systemは，「Smart Makeup Logger」
と「Smart Makeup Communicator」の 2つで成り立って
いる．
「Smart Makeup Logger」は毎日の化粧ログを取得し，

Web上のデータベースに自動でアップロードするシステ
ムである．特徴は，手軽に化粧品を登録でき，化粧ログの
取得・アップロードできることである．化粧品登録の方法
として，購入した化粧品に RFIDタグを貼り付け，RFID
リーダが内蔵された箱に化粧品を入れ，バーコードリーダ
で化粧品の JANコードを読み取ることで化粧品を登録す
ることができる．化粧ログの取得・アップデートとして，
鏡を利用し，通常の化粧を行い，使用した化粧品を RFID
リーダが内蔵された箱におき，ディスプレイに自動的に表
示されるカウントダウンにしたがって，化粧顔写真を撮影
する．RFIDリーダが内蔵された箱に登録済みの化粧品が
入れられると，システムは RFIDタグ番号を読み取り，関

連された JANコードを読み取ることで，使用した化粧品
を記録できる．
「Smart Makeup Communicator」はデータベースに登
録された化粧ログを手軽に共有できるWebアプリケーショ
ンである．特徴は，化粧品ベースの化粧ログ検索である．
化粧品ベースの化粧ログ検索とは，自分と同じ化粧品を
使っている他のユーザの化粧ログを検索でき，手持ちの化
粧品を用い，他のユーザの化粧を参考にすることができる．
これにより，化粧のバリエーションを増やすことができる．
さらに，顔全体と顔パーツごとを表示でき，より詳細に見
ることができる．手軽な操作とは，ユーザが化粧中，また
その前後に閲覧することを考慮し，マウスのみで操作がで
きるようにしたり，化粧ログのアップデートや化粧品の詳
細情報取得，顔パーツ写真の切り分けなどを自動で行った
りすることにより，ユーザの手間を省いた．

4人の被験者に，Smart Makeup Systemを使用しても
らい，化粧品のバリエーションの増加指標，各被験者の
Smart Makeup Communicatorへのアクセスログと主観
的な印象，各被験者の化粧ログの取り直し回数と被験者の
Smart Makeup Loggerの使用感について調査をした．結
果として，自分自身の化粧ログを見返し，組み合わせを変
える人もいれば，他人の化粧ログを参考に化粧のバリエー
ションを増やした人もいた．また，他者に見られるという
意識から，丁寧な化粧を心がける人もいた．
これは，本研究で提案するシステムで，化粧をしたとい

うことを判断する時に，どの化粧品を使用したかを取得
することが参考になると考えた．また，化粧へのモチベー
ションを保つために，自分の所持している化粧品を把握し
たり，所持していないものを把握したりするためにも，活
用できると考えた．Smart Makeup Systemでは，RFID
タグのついた商品を使用した箱に入れたのちに，写真をと
るためのカウントダウンが行われるため，必ず箱に入れる
必要がある．その後，元の入っていた場所に戻すというこ
とでは，手間がかかってしまうと考えた．そのため，化粧
品の出し入れがわかるようなシステムがあると良いと考
えた．

2.4 Smart Makeup Mirror
岩渕ら [5]による「Smart Makeup Mirror」の開発では，

人々が簡単に化粧をすることを支援し，そのプロセスを楽
しくするために，化粧をするプロセスを容易にするシステ
ム「電脳化粧鏡」を開発した．
電脳化粧鏡は，コンピュータのディスプレイの上に高解

像度カメラを配置し，顔の特定部分への自動ズーム，様々
な角度から顔を表示，照明条件のシュミレーション，より
良い化粧結果に関するインターネット投票などの機能を用
いて，化粧をするプロセスを容易にする．これらは，ユー
ザの視線と映像が一致せずにリアルな鏡と異なったり，画
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像の反応が遅れる，リアルな鏡に比べると解像度が低い，
カメラのピント位置からユーザが大きく動くと画像のピン
トがずれるという鏡アプリの難点を改善した．
「Automatic Zoom and Pan」は，顔の特定の部分を拡
大表示する自動ズーム機能である．これは．メイク道具に
カラーマーカーをつけ，メイク道具を目の近くに持ってい
くと，カメラがマーカーを認識して，目の拡大画像に自動
的に切り替わる．これにより，ユーザがディスプレイに近
づくことなく化粧できるようになった．このシステムは，
カラーマーカーやとレジンセンサーを用いて，顔の特定部
分への自動ズームや直感的な拡大率制御を非接触で行うこ
とができる．さらに，近接センサを用いて，左右反転，横
顔チェック，照明モード，メイクアップログの操作が画面
に触れることなく行うことができる．
実際に使用してもらった結果，ズームの切り替えのタイ

ミングやカラーマーカーの位置の調整が必要になったり，
拡大画像に切り替わった時に，化粧をしている場所を見失
う．また，上瞼のラインが取りづらいという問題点が挙げ
られた．上瞼のラインが取りづらくなったりするという問
題点解決するために，上瞼を化粧する際にディスプレイの
上部に目を表示させた．
本研究で提案するシステムは，スマートミラーを使用す

る予定のため，カメラで撮影した映像での懸念点は考慮す
る必要はないと考えた．

2.5 自動化粧検出器
Chenら [1]は，顔画像中の化粧の有無を自動的に検出す

るアルゴリズムを提案した．この提案されたアルゴリズム
は，入力された顔の形状，質感，色の特徴を捉えた特徴ベ
クトルを抽出し，化粧の有無を判断するクラシファーを採
用した．化粧の有無を判断するには，全体的な顔写真と，
左右の目，口に分かれた局所的な顔写真の情報を採用し，
HSV色空間を使用することで，識別しやすくした．
この手法を提案するシステムに組み込むことができれ

ば，スマートミラーを用いて化粧をすることによって，手
間なく化粧をしたという判断をシステムがすることができ
ると考えた．しかし，Chenらのアルゴリズムは，顔写真
に対するものであり，映像に対するものではないため，適
応するのが難しい可能性があると考えた．そのため，中川
ら [7]を参考に，映像を画像にすることがで Chenらのア
ルゴリズムを適応することを検討する．

3. 提案するシステム
提案するシステムに含まれるスマートミラーは，Raspbery

Pi*1公式がオープンソースとして公開しているMagicMir-
ror²*2を使用する．
*1 https://www.raspberrypi.com/
*2 https://magicmirror.builders/

提案するシステムを通して，化粧を行うことによって，
自己肯定感向上を目指す．システムが，「ユーザが化粧を
した」ということを認識すると，ユーザの化粧をしたとい
う行為に対し褒める．これを継続的に使用することによっ
て，ユーザの自己肯定感が向上すると考えた．
提案するシステムでは，Chenらの化粧画像検出アルゴ

リズムを使用できることが最も良いと考えている．しか
し，これの懸念点として挙げられるのは，Chenらが提案
したアルゴリズムは，化粧画像に対するもので，映像では
ないという点である．本システムは，褒めることで自己肯
定感を向上させることを目的としているため，まずは，「化
粧をした」というようなボタンを用意して，褒めることを
目標とする．本システムでは，化粧の上手下手ということ
に対して褒めるのではなく，化粧をしたという行為を褒め
るものである．

図 1 システム構成

4. 予備調査
人々が容姿に対してどれほど興味関心があるかを調べる

予備調査として，アンケートを実施した．

4.1 対象者
アンケートは対象者をあまり絞らず行った．この理由と

しては，現代，化粧というのは，女性だけのものではなく
なっている点，さらに，女性だけでなく，男性も自分自身
の容姿を気にする人が増えているからだ．また，年齢を絞
らなかった理由として，現代の若者の自分自身の容姿の捉
え方と，歳を重ねた人の容姿の捉え方は，変わると考えた
からだ．

4.2 目的
予備調査の目的は二点ある．一点目は，現代の人々が容

姿・容貌に対し，どのように感じているか，何か行動を行っ
ているかである．もう一点は，化粧への興味関心，他者か
ら褒められた時にどのように感じるのかである．
アンケートは，Googleフォームで実施し，本学の関係

者だけでなく，Twitterなどでも公開し，誰でも回答でき
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るようにした．

4.3 質問事項
質問項目は以下の通りである．

4.3.1 基本情報
• 性別
• 年齢
• 本学に所属しているかどうか
本学に所属しているかどうかという項目を提示したのは，
提案するシステムの試作を作成したのち，被験者を募る際
に，本アンケートの内容と照らし合わせる必要があると考
えたためである．さらに，本学に所属している場合，本実
験に協力できる方に，本アンケートの内容と照らし合わせ
るために，メールアドレスを収集した．
4.3.2 容姿容貌について
• あなたは自分自身の容姿・容貌について満足していま
すか？またその理由

• あなたは，容姿・容貌について，満足していないと感
じた時，何か行動を起こしますか？また，その具体例
や理由

4.3.3 化粧について
• あなたは化粧を始めて何年経ちますか？
• あなたの化粧をする頻度を教えてください
• 普段，化粧はどの程度しますか？
• あなたは，普段どれくらい化粧に時間をかけますか？
• あなたは化粧をするのが好きだと思いますか？またそ
の理由
化粧をしたことがない人に対しては，「化粧をしてみ
たいですか？」という質問で回答をお願いした．

• あなたは化粧をするのを義務と感じていますか？
• あなたは普段から化粧をした時に褒められますか？
• あなたは，他者から化粧について褒められると，どの
ように感じますか？

最後に，自由を記述を用意し，自己肯定感や他者評価につ
いての意見があれば，記述をしていただいた．

4.4 現時点までの結果
現段階では，回答数は 60件で，男女比 3:7，20代が 80%
程を占めている．
自分自身の容姿・容貌について，満足していると思うか

について，5点方式でアンケートを行い，1を「思わない」，
5を「思う」とした．2結果，自分自身の容姿・容貌につい
て，どちらとも思わないという人が最も多かった．また，
自分自身の容姿・容貌に満足していると答える人もいる一
方，満足していないと答える人の方が多かった．満足して
いると回答した人は，ある程度努力しているという理由
だった．一方で，満足していないと回答した人は，コンプ
レックスを抱えていたり，自分自身のことを気に入らない

傾向があった．

図 2 容姿・容貌について満足していると思うか？

また，自分自身の容姿・容貌について，満足していない
と感じた時，何か行動を起こす人は約 80%いた．3行動を
起こす人は，コンプレックスを改善するために調べて，実
行をしている．一方，行動を起こさない人は，面倒臭いと
回答する人が多かった．また，行動に起こさない人たちは，
自分自身の容姿・容貌に対して，ある程度満足している人
が多かった．

図 3 容姿・要望に満足していない時に何か行動を起こすか？

5. 評価実験
本実験では，提案システムを作成したのち，実際に体験
してもらい自己肯定感が向上したのかを調査する．調査の
方針として，容姿志向性尺度 [4]，自己肯定感尺度 [9]を用
い，本システムを使用した前後での結果を比較する．
システムを使用する前に，被験者の容姿志向性尺度と自

己肯定感尺度を測定する．その後，提案したシステムを用
いて，1ヶ月ほど化粧をしてもらい，システム使用期間中，
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1週間ごとに容姿志向性尺度と自己肯定感尺度を測定する
ことによって，どれくらい使用することによって，自己肯
定感が向上するかを調査する予定である．

6. おわりに
本稿では，化粧を行うことによって効果的な自己肯定感

向上を目指すスマートミラーの提案について述べた．今
後，予備調査のアンケートを分析し，それを基に，どのよ
うにユーザに働きかけることが良いのかを考え，システム
に反映する．提案するシステムの試作が完成したのち，実
際にユーザに体験してもらい，検証を行う．
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